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第２図資料１及び「山内資料」919の出土状態（1/100）（鎌木1986.泉1989抜粋一部改編）
写真１資料１の出土状態① 写真２資料１の出士状態②
小林博昭・徳澤啓一・酒井雅代4８ 
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写真６資料１（岡山県立博物館寄託資料）③
写真３福田貝塚に関する写真資料の整理状態①
写真７資料１（岡山県立博物館寄託資料）④
写真４資料１（岡山県立博物館寄託資料）①
写真８資料１（岡山県立博物館寄託資料）⑤
附記寄贈された写真資料は、「鎌木用台紙」に糊付けされ
た状態で整然と整理されていた。写真４．５が同一の台紙、
写真６～８は、それぞれの台紙に貼付されていた。写真４～
８は、遺跡名「倉敷市福田貝塚」、所蔵（保管）者「鎌木義
昌」と記入され、原版所有「山陽放送」と記載してあった。
これは､撮影者の所属､フィルム等の保管者と推測されるが、
定かでない。また、撮影日時、撮影場所等の情報も欠落して
おり、今後の整理作業で明らかにしていかなればならない。写真５資料１（岡山県立博物館寄託資料）②
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5０ 小林博昭・徳澤啓一・酒井雅代
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本稿の作成にあたって、下記の皆様よりご指導・ご教示を
賜った。厚くお礼申し上げる次第である。
鎌木英子高橋護間壁忠彦間壁葭子柳瀬昭彦
佐藤寛介正木茂樹木田真亀田修一白石純
富岡直人小沢加枝都志見有希
岡山県立博物館財団法人倉敷考古館
池葉須藤樹１９７１『岡山県児島郡灘崎町彦崎貝塚調査報告』
（私家本）
間壁忠彦１９８０「縄文後期彦崎KⅡ（竹原）式土器をめぐっ
て」『倉敷考古館研究集報』第15号倉敷考古館７６～89頁
鎌木義昌１９８６「１７福田古城貝塚」『岡山県史』第18巻
（考古資料）岡山県４３～46頁
泉拓良・松井章１９８９『福田貝塚資料～山内清男考古資料
２～』（奈良国立文化財研究所史料第32冊）奈良国立文化
財研究所
鎌木義昌１９９２「第２章縄文時代」『岡山県史』第２巻
（原始・古代Ｉ）岡山県５６～102頁
佐藤寛介２００４「倉敷市中津貝塚出土の縄文土器」『研究
報告』２３．２４号岡山県立博物館１～29頁
小林博昭・徳澤啓一・酒井雅代２００６「福田貝塚（岡山県
倉敷市）の縄文土器～岡山理科大学博物館学芸員課程所蔵コ
レクションについて（２）～」『岡山理科大学紀要』第42号
Ｂ１３～20頁岡山理科大学
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水原岩太郎１９３５『岡山縣浅口郡黒崎村中津貝塚發見縄紋
土器模様』（私家本）
鎌木義昌・木村幹夫１９５６「Ⅲ各地域の縄文式土器～中
国～」『日本考古学講座』第３巻(縄文文化）河出書房１８８
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Intllisarticle，ｉｎmaterialoftheFulKudasllenmound，ｗｅｉｎｔｒｏｄｕｃｅａｐａｒｔｏｆｔｈｅＫａｍ‐ 
akimaterialthattheMuseumAttendantPrograminouruniversitypossesses・TheKamaki
materialis“FukudaK2earthenware，，ｉｎthelatterJomonperiodproducted、’１FukudaK2
earthenware11isveryrare・ＢｕｔｗｅｃａｎｎoterasetheimpressionthattheKamakimaterialis
dispersedandscattered 
Now,wefbund"FukudaK2earthenwareiiinOkayamaprefbcturalmuseum・Wedecidedtouse
tllisopportumtytomakemeasureddrawings,doarubbing,ａｎｄclarifycontentsaboutthetypes 
of"FukudaK2earthenwareiI． 
